びこうし や 

尾行 者 

いろ ガラス 

タバコ 屋の 前まで 来る と、 私 は 色 硝子の 輝く 小 窓 か 

ら、 チェリ— を 買った。 

一 本 を 口に 銜えて、 燐 寸の火 を 近づけながら 窓 硝子 

の 上に 注目す ると、 向いの 洋菓子 店の 明るい 飾 窓が 

シ ョ—. ウイ ン， K '_ そま 

うつって いた。 その 飾 窓 の 傍に は、 二人 連の 変 

な 男が、 肩と 肩と を 並べて 身動き もせず、 こっち を 

ジ ー ッと 睨んで いるの が 見えた。 

「何処まで も、 尾け てく る 気 だナ」 



うしろ ばか 

私 は ムラ ムラと、 背後 を 振り かえって (莫迦！) と 

叫びた くなる の を、 やっと 咏 えた。 この 尾行 者の ある 

は ま にぎ や 

のに 気がつい たの は、 横 浜の 銀座と いわれる あの 賑 

いせざき ちょう やしょく と 

かな 伊勢佐木 町で 夜食 を 採り、 フラリ と 外へ 出た 直後 

のこと だった。 それから 橋 を 渡り、 暗い 公園 を 脱け、 

やました ちょう い しゅうねんぶか 

この 山 下町に 入り こんで 来ても、 この 執念深い 尾行 

者た ち は 一 向 退散の 模様がない ので ある。 

腕の 夜光時計 を 見る と、 問題の 十 一時にもう 間 もな 

い。 十五 分 前で はない か！ 

ぐずぐずして いると、 折角の 大事な 用事に 間に合わ 

なくなって しまう。 十一 時になる までに、 こいつら 二 



と、 脱走 は 今で あるとば かり、 ク ルリと 町角 を 曲った 

そして 一 目 散に 龃け 出そうと する 鼻先へ、 不意に 人が 

あらわ 

現れた。 

「オイ 政、 待った！」 

お ま 

その 声に は 聞き覚え があった。 これ はいかんと 引き 

返そうと すると、 後から また 一人が 追い 鎚 つた。 私 は 

とうとう 挟み打ち にな つ てし ま つ た。 

(しまった！) 

と 思った が、 もう 遅い。 

「政！ 妙な ところで 逢うな ァ」 

かね かおなじみ ごうりき はんがかり 

一 一人 は 予て 顔馴染の 警視庁 強力犯 係 の 刑事で、 



刑事 は櫟 つたそう に 苦笑した。 恐らく あの 有名な 

「銀座の 金塊 事件」 を 知らない 人 は あるまい が、 事件と 

いうの は 今から 十日 ほど 前、 銀座 第一 の 花 村 貴金属 店 

の 飾り窓から、 大胆に も そこに 陳列して あった 九 万円 

きんかいごう だ つじ けん 

の 金塊 を 奪って 逃げた という 金塊 強奪 事件で ある。 犯 

人 は 前から 計画して いた ものら しく、 人気の ない 早朝 

ショ 一■ ウィン. W '1 かか 

を 選び、 飾 窓 に 近づく と、 ィ キナリ 小脇に 抱えて 

いた ハ トロン 紙 包の 煉瓦 を ふりあげ、 飾 窓 目が 

けて 投げつ けた。 ガチャ ー ンと 大きな 音が して、 硝子 

に は 大孔が 明いた が、 すかさず 手 を 入れて 九 万円の 金 

つか ひちょう 

塊を摑 むと、 飛鳥の ように 其の 場から 逃げ去った。 そ 



私 は 軽く 突つ ばねた。 時計 を ソッと 見る と、 既に も 

う 十一 時に 間がない。 私 は 気が 気で ない。 

「いやに 逃げる じ やない か」 と 執念深い 刑事 は 反って 

絡みつ いてきた。 「ところで 一 つ 尋ねる が、 赤 ブイ 仙 

太 を 見 懸けなかった か」 

「仙 太が どうかし たんです か」 

き どこ 

「余計な こと を 訊くな。 貴様、 仙 太と 何処で 逢った。 

何時の こと だ」 

「旦那 方。 私 は ハマの 仙 太の 番をする くらいなら、 

い まど キ J 

今時 こんな 場所 を 一人で 歩い ちゃい ません ぜ」 と 私 は 

ちょっと 噓を ついた。 



は ま 

(伝統の 銀座 を、 横 浜の 奴等に 荒されて たまる もの か 

い) 

若い 私に は 無体に そいつが 癩に さわった。 私は覘 

う 相手から、 覘ぅ もの を 捲き あげてし まわなければ、 

死んでも 銀座に は 帰らない と肚を 決めて いるの だ。 I 

I で、 その 大事の 前に、 顔馴染の 刑事なん かと 暄嘩を 

して はつ まらない ではない か。 我慢 をし ろ！ 

「オイ 何とか 云えよ」 

「黙って いちや、 駄目 じ やない か」 

二人の 刑事 はジリ ジリと 左右から 肉迫して きた。 相 

えもの 

手の 眼 はらん らんと 輝いた。 私 を 大きな 獲物と 見込ん 



て、 一面に 黒い 泥が なすり ついている —— と 思ったら、 

それ は 真 赤な 血痕だった。 水色の アルパカの 上衣に も、 

ポンプ そそ 

啷 筒で 注ぎ かけた ような 血の 跡が …… 。 全くむ ごたら 

しい 光景だった。 

刑事 は、 倒れて いる 若い 男の 横顔 を 照して みた。 顔 

ただ まゆげ 

は 血の気 を 失って、 只 太い 眉毛と、 長い 鼻と が 残って 

いた。 歯 を剝き 出した 唇 は、 泥 を嚙ん でいた。 —— と、 

刑事が 叫んだ。 

「呀 ッ。 …… これ ァ、 赤 ブイの 仙 太 じ やない か！」 

赤 ブイの 仙 太！ 仙 太と いえば 刑事た ちが、 さっき 

^ はま 

私に 訊いた ところの 横 浜の 不良で、 カンカン 寅の 一味 



れ たので、 只もう 残念で たまらな いという 風に 見えた _ 

あきら 

二人 は 諦め かねた もの か、 なお も 屍体 をい じく リま 

わして いた。 

「おや ァ、 なんか 掌の 中に 握って いる ぞ」 

と、 突然に、 折 井 刑事が 叫んだ。 

「ナ 二、 握って いるって？ よし、 開けて みろ」 

山城 刑事 は 懐中電灯 を パッと 差しつ けた。 屍体の 右 

つぼみ 

手 は、 蕾の ように 固く、 指 を 折り曲げ ていた。 折 井 刑 

事はゥ ンゥン 云いながら、 それ を 小指の 方から、 一 本 

一 本 外して いった。 

「うん、 取れた。 …… ぁッ、 これ は …… 」 



かった。 全部で 丁度 十 枚の 金貨が 出て きた わけだった。 

しろもの 

「これ ァ すくなくとも 四 五 百 円に はなる 代物 だ」 と 折 

井 刑事 は 目を瞠 つて、 「仙 太の 持ち物と して は、 たしか 

に |ハ 状 有り だネ、 山城 君」 

「もっと 持って いたんで はない かネ」 と 山城 は 眼をギ 

ごうだつ あ 

ロリと 光らせた。 「仙 太の やつ、 ここで 強奪に 遭った 

のじ やない か。 だから 金貨が 道に 滾れ ている …… 」 

「強奪に 遭った のなら、 なぜ 金貨が 滾れ 残って いるの 

だ。 それに われわれが 龃 けつけ たと きに も、 別に 金貨 

を 探して いるよう な 人影 も 見えなかった」 

「そり や 君、 仙 太 を 殺した からさ。 …… いい かネ。 仙 



撃った ので は、 前にい る 同じ 仲間の やつに、 ピストル 

が 当り やしない かネ。 僕 はそんな ことじ やない と 思う 

よ」 

「じ や、 どう 思う？」 

「僕の はこう だ。 仙 太の やつ、 ここまで 来て 金貨 を 数 

えていた の だ。 こ， J は 人 通 もな い 暗い と- J ろ だけれ ど 

あか リ 力す さ 

向う の 街の 灯が 微かに 射して いるので。 ピカピ 力し 

うしろ つ 

ている 金貨なら 数えられる。 そこ を 遥か 後方から 尾け 

て 来た やつが、 ピストル を ポンポンと 放して …… 」 

もっと しょうおん 

「ポンポン なんて 聞えなかった。 …… 尤も 俺 は 消音 

ピストル だと 思って いるが …… 」 



ふ る だ る 

懐中電灯の 光が 動いた。 階下に は、 大きな 古 樽が ゴ 

ロゴ 口 転がって いる。 その 向う に は 一斗 以上 も 入リそ 

ガラズ びん Z- も 

うな それ も 大きな 硝子 壜が 並んで いる。 ひどい 蜘蛛の 

巣が 到る ところに 掛 つてい る。 埃つ ぼい 上に、 なんだ 

か 鼻 をつ くような 酸っぱい 匂いが する。 しかし 犯人ら 

しい 人影 は 見えない。 

「じゃあ、 おれ は 入って 見る」 と 折 井 刑事 は 低声で 云つ 

た。 「山城 君 はこ こで 番をして 居 給え」 

「うん」 

「私 もお 供し ましょう」 と 申し出た。 

「そうか。 …… だが 危ぃ ぞ。 おれ は ピストル を 持って 



いる けれど …… 」 

「な— に、 平気です よ」 

折 井 刑事と 私と は、 一 歩 一 歩 用心しながら 建物の 中 

たる 

に 入った。 樽の 間 を 探して みたが、 何も 居ない。 —— 

刑事 は頤 をし やくった。 その 方角に 梯子段が 斜めに 

掛 つていた。 

(階段 を のぼるの だな) 

と 私 は 思った。 そのと き 突然に、 刑事の 懐中電灯が 

消えた。 

階段 を 一 歩 一 歩、 息を殺し、 足音 を 忍んで 上つ ていつ 

) J ぅぜ ん 

た。 いまにも 何処かの 隅から、 ピストルが 轟然と 鳴り 



折 井 刑事が、 また 一段 上に のぼった。 すると サッと 

いっせん あか リ かす 

一閃、 懐中電灯が 二階の 天井 を 照した。 灯 は 微かに 

慄 えながら、 天井 を 滑り 下りる と、 壁 を 照らした。 そ 

れ から 四囲の 壁 を、 グル ダルと 廻った。 —— しかし 予 

期した 銃声 は 一 向 鳴らない。 途端に パッと 灯が 消えた。 

(今 だ！) 

私 は 階上に 龃け 上った。 その 拍子に、 いやと いう ほ 

ど、 グ ラグ ラ する ものに 身体 をぶ つつけ た。 見当 を 違 

えて、 樽に ぶつつ かった ものら しい。 

十 秒、 十五 秒 …… 。 

とち 

パッと 懐中電灯が 点った。 しかし 何も 音が しない。 



(さて は、 自分の 思いち がいだった のか) 

私 は イラ イラして きた。 

「さあ、 こんど は 君が こいつ を 持って」 と 刑事 は 私に 

懐中電灯 を 握らせ 「先へ 立って、 この 部屋 を 廻って 呉 

れ。 危険 だから ネ」 そういって 彼 は ピストルで 敵 を 撃 

つ 真似 をした。 

私 は 電灯 を 静かに 横へ 動かした。 部屋に は 階下 同様、 

大きな 硝子 壜 だの、 樽 だのが 並んで いた。 しかし 階下 

い ちぐう 

に は 無かった 変な 器械が 一 隅 を 占領して いた。 それ は 

古い 化学工業の 原書 にある ような レトルト だの、 

たいさん せい かめ ガラスかん 

耐酸 性の 甕 だの、 奇妙に 曲げられた 古い 硝 子 管 だ の が 、 



だいしょうこう てい こと かだい 

大小 高低 を 異にした 架台に とりつけられ ていたの 

だった。 

きょうさん こうじょう か 

(さて はこの 建物 は、 強 酸 工場と 倉庫と を 兼ねてい 

るんだ な) 

は ま 

と 私 は 気がついた。 これ は 横 浜へ 明治 年間に 来た 西 

洋 人が、 その 頃日 本に 珍ら しくて 且つ 高価だった 

リ ゆうさん しょうさん もう 

硫酸 や 硝酸な ど を 生産して 儲けた ことがあ るが、 そ 

しげき う ご たけのこ 

れに 刺戟 せられて、 雨後の 筍 のように 出来た 強酸ェ 

なごり おそ しんさい つぶ 

場の 名残な の だ。 恐らく 震災で 一 度 潰れた の を、 また 

復活 させて みたが、 思わし くないので、 そのまま 蜘蛛 

すみか ゆだ 

の 棲 家に 委ねて しまった ものだろう。 それにしても… 



おそ、， てごわ 

恐れ入らなかった。 かねがね 手強い 悪党 だ と は 考えて 

いたが、 あまりに も ひどく 否定し つづける ので、 係官 

もす こし 疑問 を 持つ ようにな つたと、 きょう 折 井 刑事 

が 不満そう に 語 つたこと だった。 

ま ま く 

それに 引き かえ、 カンカン 寅 捕縛と 共に、 明かな 失 

望 を 抱いた の は、 この 壮平 爺さんだった。 彼 は あの 古 

ほ，. < も く 

い 建物の 持ち主だった。 彼 は 本牧で 働いて いる 彼の 一 

きよこ 

人 娘 清 子 を 除いて は、 この 古い 建物が 彼の 唯一の 財産 

だった。 ところで 壮平 爺さん は、 目下 大変な 財政 的ピ 

のぞ せんねん 

ンチに 臨んで いるの だった。 それ は 先年、 つい ゥ カウ 

こうりがし しょうもん れんたい 

力と 高利 貸の 証文に 連帯の 判 を 押した ところ、 その 



借主が ボック リ 死んで しまって、 そのために 気の毒に 

も 明日が 期限の 一 千円の 調達 に 老の身 を 細らせて い 

るの だった。 下手 を すれば、 娘の 清 子 を 棲み かえさせ 

て、 更に 莫大な 借金 を 愛児の 上に 掛けさせ るか、 それ 

とも 首 をく くつ て 死ぬ ょリ 仕方がなかった のだった。 

せんかた 

詮方な く、 物 は 相談と 思い、 カンカン 寅の 許 を 訪ね、 

あの ボロボ 口の 建物 を 心ば かりの 抵当と いう ことにし 

て (あれで は 二百 円 も 貸すまい と 云われた)、 一千 円の 

借金 を 申込んだ。 

寅 は 何と 思った か、 それ を 二つ返事で 承知して、 壮 

平 爺さん を 帰らせた。 それ は 今から 一 月 前の こと だつ 



その 夜 はたい へん 遅くな つて、 宿に 帰った。 私 はな 

ん だか 身体 中が ムズ ムズ する ほど 嬉しくな つ て、 寝台 

についた けれど、 一向 睡れ そう もなかった。 とうとう 

給仕 を 起して、 シャンパン を 冷やして 持って来させる 

どくしゃく 

と、 独酌で グイ グイ ひっかけた。 しかし その 夜 はな 

かな か 酔いが 廻らなかった。 

その代り、 いろいろの 人の 顔が 浮んで 消え、 消えた 

後から また 浮び あがった。 —— 銀座の 花 村 貴金属 店の 

シ ョ—. ウイ ンド— こわ 

飾 窓 を ガチャ— ンと 毀す 覆面の 怪漢が 浮ぶ。 九 

きんか い こわき かか 

万円の 金塊 を 小脇に 抱えて 走って ゆく うちに、 覆面が 



うぬぼれ 

自惚が 強す ぎる ぜ。 まだ 仕事 も 一 人前に 出来ない の， 



じちょう 

自嘲したり、 自 it たりして いるう ちに、 ようやく 



陶然と 酔って きた。 —— そして、 いつの 間に か グッス 

リ睡 つた ものら しい。 

n ッ、 n ッ、 n ッ。 

慌ただしい ノックの 音 だ。 それで 目が 醒めた。 気が 

ついて みると、 空気 窓から は 明るい 日の 光が さしこん 

でいた。 時計 を 見る と、 午前 九 時。 



まだ 早い のに …… と、 私 は 不満だった „ 



ほか 

外に は 誰に も 話しち や 駄目 だせ」 

うなず 

「そり や 大丈夫 だ」 と 老人 は肯 いて 「じ や、 万事お 前 

さんの 云う とおりに しょう。 それで は 順序と して、 ま 

ず 五 千円の 商談 をして 来よう」 

「ちょっと 待った」 と 私 は 老人 を 呼び止めた。 「あの 

建物の 取引 だが、 今夜の 十 時に するとい つて 呉れ」 

ば .R ます 

「莫迦に 遅い じ やない かネ。 いま 直ぐ じ や 拙い のか 

い」 

「ちょっと 拙い のさ。 というの は、 あれ を 私が 買って 

から、 中身 を 少し 搬び 出して しまった のよ、 そいつ を 

元通りに 返す とすると、 どうしても 午後 十 時になる」 



やがて、 全く 形 を 失って 液の 中に 溶け 去る。 それで こ 

とラと 

の 強 酸に 王水と いう 貴い 名前が 附 けられて いる。 I 

黄金 を 王水に 溶かした の は 私で はない。 それ は 今、 

かんきん 

殺人罪で 警察 に 監禁せられ ている カンカン 寅の 仕事 だ 。 

彼奴 は それ を、 あの 海岸 通の 古い 建物の 中で 仕遂げた 

の だ。 九 万円の 金 魂 は、 手下の 赤 ブイの 仙 太 を 使って、 

ごうだ つ 

銀座の 花 村 貴金属 商から 強奪 させた。 仙 太が 逃げ帰つ 

れ んカだ い 

てく ると、 煉瓦 犬の 其の 金塊 は 巻き上げ、 仙 太の 身柄 

は 身内の 外に 隠した。 しかし 仙 太が いずれ その内に 

しゃべ ざんぎゃく 

喋る の を 恐れた カンカン 寅 は、 残虐に も 仙 太に 



ほ う し 5 う 

報酬 を やる といつ て 呼び出した。 

仙 太 は 何も 知らず、 云いつ け 通り 海岸 通の 古 建物の 

前へ 来て 口笛 を 吹いた のだろう。 カンカン 寅 は、 仙 太 

と 一 室に 逢う の は 仙 太の ために 危険 だと 巧い こと を 云 

い、 あの 建物の 二階から、 報酬の 金貨 を 投げ与え たの 

だ。 仙 太が 地上に 散らばった 金貨 を 拾おうと 跼ん だと 

しょうおん らんしゃ 

ころ を、 一 一階から カンカン 寅が 消音 ピストル を 乱射 

して 殺して しまった のだった。 仙 太の 行動に 不審 を 

持って いた 私 は、 あの 会合の 時間 も 場所 も 知っていた 

のだった。 とにかく 気の毒な 仙 太 だ。 

しょうしせんばん 

笑止千万 なの は、 カンカン 寅 だ。 あの 古い 建物 を壮 



「生命が 危 いくらい、 あたし 知っている わ。 でも …… 

でも、 あたし 死んでも いいのよ、 政 ちゃんの 傍に 少し 

でも 永く 居られるなら 」 

つ ひとみ 

清 子 は 憑かれた ような 眸で、 私の 方に 顔 を 向けた。 

てんと-つ 

壮平は 気が 転倒して しまって、 一語 も 発する ことが 

できないで 居る。 銅鑼 は 船 内 を 一 巡して、 また 元の 

船首で 鳴って いた。 出発 はもう 直ぐ だ。 

肚を 決めた 私 は、 ィキ ナリ清 子の 手から トランク を 

取った。 

「まあ 嬉しい。 あたし 下りても いいの」 

「いや、 いけない」 
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